


　
９
月
定
例
会
は
、４
日
か
ら
20

日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件

は
人
事
案
７
件
、条
例
案
６
件
、

予
算
案
３
件
、決
算
認
定
案
５

件
、報
告
１
件
で
、す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
７
議
員
が
９
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
、ま
た
、委
員

会
発
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

9月
定例会

補
正
予
算

補
正
予
算

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

反
対
討
論

　
　
　
　
　
入
江
　
政
行 

議
員

　
雇
用
問
題
で
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
と

い
う
下
級
階
層
が
出
現
、こ
れ
は

非
正
規
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

令和２年４月１日実施
会計年度任用職員制度の導入
ふるさと納税１億円に迫る

令和２年10月 町民憲章制定
令 和２年 １月 機構改革実施

　
こ
の
度
、
令
和
元
年
11
月
２
日
の
読
売
新
聞
の
朝
刊
に
よ
り
、
当
町

議
会
議
員
が
大
麻
取
締
法
違
反
（
譲
渡
）
の
疑
い
で
沖
縄
県
警
に
逮
捕

さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
る
ご

迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
議
長
と
し
て
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

現
在
、
正
式
な
発
表
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
真
相
解
明
が
司

直
の
手
に
よ
っ
て
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
情
報
の

収
集
に
努
め
、
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
厳
正
な
対
応
で
望

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
事
実
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
改
め
て
議
会
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
令
和
元
年
11
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
美
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
　
ひ
ろ
子

Ｊアラートほか防災機器

条
　
　
　
例

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

宇
美
町
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
収
益
的
支
出
28
万
円
を
減
額
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，８
６

０
万
円
を
減
額
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

県
と
町
の
共
同
運
営
化
と

な
っ
た
が
、
国
民
健
康
保

険
税
の
値
上
げ
は
あ
る
の
か
。

来
年
度
以
降
、
県
が
示
す

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
の
算
定
結
果
に
よ
っ
て
は
、

問答

税
率
の
改
定
等
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

平
成
31
年
度
宇
美
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
６
，９

３
２
万
円
を
追
加
、
予
算
総
額
１

２
４
億
９
，１
０
３
万
円
。

【
主
な
補
正
】

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
事
業
費

６
，３
０
６
万
円
増
額

施
設
等
利
用
給
付
費

１
億
３
９
０
万
円
増
額

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
移
設
工

事
請
負
費

２
０
０
万
円
減
額

（
賛
成
11
：
反
対
２
で
可
決
）

※

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
金

（
８
月
末
時
点
の
寄
附
額
）

　
累
積
額 

１
，
７
６
４
万
円

（
返
礼
品
の
受
注
ラ
ン
キ
ン
グ
）

　
①
味
付
け
牛
焼
肉
セ
ッ
ト

　
　
㈱
小
林
食
品

　
②
も
つ
鍋
、
水
炊
き
、
明
太
　

　
　
子
！
博
多
の
名
物
全
３
品

　
　
㈱
ｓ
ｋ
ｙ 

ｗ
ａ
ｒ
ｄ

　
③
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト

　
　
㈱
ア
ダ
ル

宇
美
町
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
推
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
自
治
会
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
基
礎
的
な
組
織
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
の
た
め
、
自
治
会
へ
の
加
入

促
進
の
規
定
を
追
加
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

平
成
31
年
度
宇
美
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
令
和
２
年
１
月
に
予
定
さ
れ
た

機
構
改
革
に
伴
う
庁
舎
改
修
工

事
、
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、
備

品
購
入
費
及
び
消
防
・
防
災
設
備

の
移
設
工
事
費
な
ど
の
増
額
。

　
歳
入
歳
出
７
，２
４
８
万
円
増

額
し
、予
算
総
額
１
２
５
億
６
，３

５
１
万
円
。

（
賛
成
９
：
反
対
３
で
可
決
）

消
防
・
防
災
設
備
移
設
工

事
費
が
合
計
９
５
６
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
高
額
す
ぎ

な
い
か
。防

災
無
線
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
、
県
行
政
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
雨
量

計
の
４
つ
の
機
器
の
移
設
は
専
門

性
が
高
く
、
設
置
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
徴
収
し
て
い
る
。

条
　
　
　
例

人
事
案
の
同
意
・
承
認

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
・
補
充
員
の
選
挙

宇
美
町
町
民
憲
章
審
議
会
条
例

　
平
成
30
年
12
月
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
町

民
憲
章
の
制
定
に
向
け
て
の
決

議
」
を
受
け
、
町
制
施
行
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
令
和
２
年
10
月
20

日
ま
で
に
、
宇
美
町
町
民
憲
章
を

制
定
す
る
た
め
、
審
議
会
を
設
置

す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問答

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
賀
詞

に
関
す
る
決
議

委
員
会
発
議

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
南
里
　
正
秀

　
本
年
10
月
22
日
に
即
位
礼
正

殿
の
儀
が
挙
行
さ
れ
る
新
帝
陛

下
の
御
即
位
に
あ
た
り
慶
祝
の
意

を
表
す
る
た
め
の
賀
詞
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任松

田
　
初
善
　
氏
（
再
任
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

金
子
　
辰
美
　
氏
（
再
任
）

糟
屋
郡
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

小
河
　
武
文
　
氏
（
新
任
）

緒
方
　
　
博
　
氏
（
新
任
）

尾
畠
　
弘
典
　
氏
（
新
任
）

選
挙
管
理
委
員

土
生
　
政
勝
　
氏
（
再
任
）

林
　
　
克
紀
　
氏
（
再
任
）

山
田
　
正
義
　
氏
（
再
任
）

西
川
　
博
之
　
氏
（
再
任
）

選
挙
管
理
委
員
　
補
充
員

香
月
　
規
孝
　
氏
（
再
任
）

平
野
　
耕
士
　
氏
（
再
任
）

松
本
　
純
三
　
氏
（
再
任
）

櫻
木
　
幸
弘
　
氏
（
再
任
）

【天皇陛下御即位奉祝賀詞に関する決議文】

賀　詞
　天皇陛下におかせられましては
　風薫る佳き日にご即位あそばされ
　日本国及び日本国民統合の象徴として
　皇位を継承なされましたことは
　誠に慶賀に堪えません
　世界の平和と我が国の繁栄が一層進展し
　令和の世が幾久しく続きますよう
　心から祈念申し上げ
　ここに宇美町議会は町民を代表して
　謹んでお祝いを表します

　以上決議する。
　　令和元年 9月20日
　　　　　　　　　　　　宇美町議会

宇
美
町
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
り
、
職
員
の
臨
時
的
任
用

が
一
般
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
。

（
賛
成
12
：
反
対
１
で
可
決
）

町
民
の
皆
さ
ま
へ

お
　
詫
　
び

９
月
定
例
会

決　
　
　

算

特　
　
　

集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

全
員
協
議
会

2
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９
月
定
例
会
は
、４
日
か
ら
20

日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件

は
人
事
案
７
件
、条
例
案
６
件
、

予
算
案
３
件
、決
算
認
定
案
５

件
、報
告
１
件
で
、す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
７
議
員
が
９
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
、ま
た
、委
員

会
発
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

9月
定例会

補
正
予
算

補
正
予
算

９
月
定
例
会

10
月
臨
時
会

反
対
討
論

　
　
　
　
　
入
江
　
政
行 

議
員

　
雇
用
問
題
で
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
と

い
う
下
級
階
層
が
出
現
、こ
れ
は

非
正
規
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

令和２年４月１日実施
会計年度任用職員制度の導入
ふるさと納税１億円に迫る

令和２年10月 町民憲章制定
令 和２年 １月 機構改革実施

　
こ
の
度
、
令
和
元
年
11
月
２
日
の
読
売
新
聞
の
朝
刊
に
よ
り
、
当
町

議
会
議
員
が
大
麻
取
締
法
違
反
（
譲
渡
）
の
疑
い
で
沖
縄
県
警
に
逮
捕

さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
る
ご

迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
議
長
と
し
て
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

現
在
、
正
式
な
発
表
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
真
相
解
明
が
司

直
の
手
に
よ
っ
て
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
情
報
の

収
集
に
努
め
、
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
厳
正
な
対
応
で
望

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
事
実
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
改
め
て
議
会
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
令
和
元
年
11
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
美
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
　
ひ
ろ
子

Ｊアラートほか防災機器

条
　
　
　
例

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

宇
美
町
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
収
益
的
支
出
28
万
円
を
減
額
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，８
６

０
万
円
を
減
額
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

県
と
町
の
共
同
運
営
化
と

な
っ
た
が
、
国
民
健
康
保

険
税
の
値
上
げ
は
あ
る
の
か
。

来
年
度
以
降
、
県
が
示
す

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
の
算
定
結
果
に
よ
っ
て
は
、

問答

税
率
の
改
定
等
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

平
成
31
年
度
宇
美
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
６
，９

３
２
万
円
を
追
加
、
予
算
総
額
１

２
４
億
９
，１
０
３
万
円
。

【
主
な
補
正
】

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
事
業
費

６
，３
０
６
万
円
増
額

施
設
等
利
用
給
付
費

１
億
３
９
０
万
円
増
額

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
移
設
工

事
請
負
費

２
０
０
万
円
減
額

（
賛
成
11
：
反
対
２
で
可
決
）

※

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
金

（
８
月
末
時
点
の
寄
附
額
）

　
累
積
額 

１
，
７
６
４
万
円

（
返
礼
品
の
受
注
ラ
ン
キ
ン
グ
）

　
①
味
付
け
牛
焼
肉
セ
ッ
ト

　
　
㈱
小
林
食
品

　
②
も
つ
鍋
、
水
炊
き
、
明
太
　

　
　
子
！
博
多
の
名
物
全
３
品

　
　
㈱
ｓ
ｋ
ｙ 

ｗ
ａ
ｒ
ｄ

　
③
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト

　
　
㈱
ア
ダ
ル

宇
美
町
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
推
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
自
治
会
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
基
礎
的
な
組
織
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
の
た
め
、
自
治
会
へ
の
加
入

促
進
の
規
定
を
追
加
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

平
成
31
年
度
宇
美
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
令
和
２
年
１
月
に
予
定
さ
れ
た

機
構
改
革
に
伴
う
庁
舎
改
修
工

事
、
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、
備

品
購
入
費
及
び
消
防
・
防
災
設
備

の
移
設
工
事
費
な
ど
の
増
額
。

　
歳
入
歳
出
７
，２
４
８
万
円
増

額
し
、予
算
総
額
１
２
５
億
６
，３

５
１
万
円
。

（
賛
成
９
：
反
対
３
で
可
決
）

消
防
・
防
災
設
備
移
設
工

事
費
が
合
計
９
５
６
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
高
額
す
ぎ

な
い
か
。防

災
無
線
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
、
県
行
政
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
雨
量

計
の
４
つ
の
機
器
の
移
設
は
専
門

性
が
高
く
、
設
置
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
徴
収
し
て
い
る
。

条
　
　
　
例

人
事
案
の
同
意
・
承
認

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
・
補
充
員
の
選
挙

宇
美
町
町
民
憲
章
審
議
会
条
例

　
平
成
30
年
12
月
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
町

民
憲
章
の
制
定
に
向
け
て
の
決

議
」
を
受
け
、
町
制
施
行
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
令
和
２
年
10
月
20

日
ま
で
に
、
宇
美
町
町
民
憲
章
を

制
定
す
る
た
め
、
審
議
会
を
設
置

す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

問答

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
賀
詞

に
関
す
る
決
議

委
員
会
発
議

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
南
里
　
正
秀

　
本
年
10
月
22
日
に
即
位
礼
正

殿
の
儀
が
挙
行
さ
れ
る
新
帝
陛

下
の
御
即
位
に
あ
た
り
慶
祝
の
意

を
表
す
る
た
め
の
賀
詞
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任松

田
　
初
善
　
氏
（
再
任
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

金
子
　
辰
美
　
氏
（
再
任
）

糟
屋
郡
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

小
河
　
武
文
　
氏
（
新
任
）

緒
方
　
　
博
　
氏
（
新
任
）

尾
畠
　
弘
典
　
氏
（
新
任
）

選
挙
管
理
委
員

土
生
　
政
勝
　
氏
（
再
任
）

林
　
　
克
紀
　
氏
（
再
任
）

山
田
　
正
義
　
氏
（
再
任
）

西
川
　
博
之
　
氏
（
再
任
）

選
挙
管
理
委
員
　
補
充
員

香
月
　
規
孝
　
氏
（
再
任
）

平
野
　
耕
士
　
氏
（
再
任
）

松
本
　
純
三
　
氏
（
再
任
）

櫻
木
　
幸
弘
　
氏
（
再
任
）

【天皇陛下御即位奉祝賀詞に関する決議文】

賀　詞
　天皇陛下におかせられましては
　風薫る佳き日にご即位あそばされ
　日本国及び日本国民統合の象徴として
　皇位を継承なされましたことは
　誠に慶賀に堪えません
　世界の平和と我が国の繁栄が一層進展し
　令和の世が幾久しく続きますよう
　心から祈念申し上げ
　ここに宇美町議会は町民を代表して
　謹んでお祝いを表します

　以上決議する。
　　令和元年 9月20日
　　　　　　　　　　　　宇美町議会

宇
美
町
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
り
、
職
員
の
臨
時
的
任
用

が
一
般
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
。

（
賛
成
12
：
反
対
１
で
可
決
）

町
民
の
皆
さ
ま
へ

お
　
詫
　
び諮

問
答
申
（
適
任
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

榎
田　

千
鶴
子
氏
（
再
任
）

　

田
中　

松
子　

氏
（
新
任
）

特
　
　
　
集

10
／
11
臨
時
会

決
　
　
　
算

一
般
質
問

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

特
　
　
　
集
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決 算 審 査
特別委員会

平
成
30
年
度
決
算
を

　
　
　
　徹
底
審
査

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

●平成30年度決算表
上水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

7 億6,008 万円

7 億 358 万円

3,804 万円

2 億7,246 万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

8 億8,588 万円

8 億6,253 万円

5 億 168 万円

8 億7,365 万円

流域関連公共下水道事業会計

一般会計

国民健康
保　　険特

別
会
計 後期高齢者

医　　療

一般会計 歳入合計

自主財源

①町税

②その他

③地方交付税

④国県支出金

⑤町債

⑥その他

①民生費

②総務費

③衛生費

④教育費

⑤公債費

⑥土木費

⑦消防費

⑧その他

45億1,696万円

18億 813万円

11億8,143万円

11億1,066万円

9億9,172万円

8億3,247万円

4億9,504万円

2億7,098万円

36億8,293万円

16億2,196万円

26億 478万円

23億8,318万円

 5億5,283万円

 8億3,350万円

依存財源

116億7,918万円

一般会計 歳出合計112億739万円
※万円未満四捨五入

※万円未満四捨五入

※万円未満四捨五入

歳入

歳出

1.2%増

0.2%増

14.6%減

14.3%減

 4.8%増

 6.2%増

歳入

歳出

歳入

歳出

116億7,918万円

112億 739万円

39億 482万円

39億2,590万円

4億2,202万円

4億 251万円

前年度比

基金及び地方債借入残高の推移（直近5か年）
万円

基金残高（貯金）

H30

H29

H28

H27

H26

186,970

159,039

133,840

141,659

173,728

万円
地方債借入残高（借金）

H30

H29

H28

H27

H26

974,982

1,011,420

1,030,652

991,871

1,008,700

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥ ⑦ ⑧

自依存 主
財財

源源

９
月
定
例
会

決　
　
　

算

特　
　
　

集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

全
員
協
議
会

4
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決 算 審 査
特別委員会

平
成
30
年
度
決
算
を

　
　
　
　徹
底
審
査

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

●平成30年度決算表
上水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

7 億6,008 万円

7 億 358 万円

3,804 万円

2 億7,246 万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

8 億8,588 万円

8 億6,253 万円

5 億 168 万円

8 億7,365 万円

流域関連公共下水道事業会計

一般会計

国民健康
保　　険特

別
会
計 後期高齢者

医　　療

一般会計 歳入合計

自主財源

①町税

②その他

③地方交付税

④国県支出金

⑤町債

⑥その他

①民生費

②総務費

③衛生費

④教育費

⑤公債費

⑥土木費

⑦消防費

⑧その他

45億1,696万円

18億 813万円

11億8,143万円

11億1,066万円

9億9,172万円

8億3,247万円

4億9,504万円

2億7,098万円

36億8,293万円

16億2,196万円

26億 478万円

23億8,318万円

 5億5,283万円

 8億3,350万円

依存財源

116億7,918万円

一般会計 歳出合計112億739万円
※万円未満四捨五入

※万円未満四捨五入

※万円未満四捨五入

歳入

歳出

1.2%増

0.2%増

14.6%減

14.3%減

 4.8%増

 6.2%増

歳入

歳出

歳入

歳出

116億7,918万円

112億 739万円

39億 482万円

39億2,590万円

4億2,202万円

4億 251万円

前年度比

基金及び地方債借入残高の推移（直近5か年）
万円

基金残高（貯金）

H30

H29

H28

H27

H26

186,970

159,039

133,840

141,659

173,728

万円
地方債借入残高（借金）

H30

H29

H28

H27

H26

974,982

1,011,420

1,030,652

991,871

1,008,700

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥ ⑦ ⑧

自依存 主
財財

源源

糟
屋
地
区
１
市
７
町
の

中
で
下
水
道
使
用
料
が

一
番
高
い
要
因
は
。

糟
屋
地
区
の
中
で
当
町

が
末
端
に
所
在
す
る
た

め
建
設
費
が
高
く
な
る
こ
と
が

要
因
。企

業
債
の
利
息
だ
け
で

１
億
数
千
万
円
を
返
済

し
て
い
る
。
借
換
え
は
で
き
な

い
の
か
。従前

は
、
特
例
に
よ
り

借
換
え
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
る
が
、
今
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
借
換
え
が
行
え

る
よ
う
日
本
下
水
道
協
会
を
通

し
て
国
へ
毎
年
要
望
し
て
い
る
。

当
町
の
職
員
採
用
の
倍

率
は
。

事
務
職
10
倍
、
技
術
職

９
倍
、
衛
生
セ
ン
タ
ー

に
関
し
て
は
４
倍
。

福
祉
巡
回
バ
ス
の
利
用

者
が
減
少
し
て
い
る
が
、

巡
回
コ
ー
ス
の
見
直
し
と
シ
ャ

ト
ル
便
な
ど
の
契
約
の
見
直
し

は
可
能
か
。

点
検
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、

普
及
啓
発
に
つ
な
が
る
よ
う
町

民
に
通
知
し
て
い
る
。

他
市
町
村
の
工
事
業
者

の
指
名
願
の
届
出
は
あ

る
の
か
。町外

業
者
の
登
録
に
つ

い
て
は
、
１
８
２
者
、

糟
屋
地
区
は
２
者
の
登
録
と

な
っ
て
い
る
。

一
本
松
公
園
に
ポ
ン
プ

を
設
置
し
た
が
、
い
つ

か
ら
水
を
販
売
す
る
の
か
。

今
年
度
末
ま
で
に
販
売

で
き
る
よ
う
事
業
を
進

め
る
。糟

屋
地
区
で
水
道
料
金

が
一
番
高
い
要
因
は
。

20
年
前
に
推
計
値
の
人

口
（
４
２
，
０
０
０
人
）

で
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
と
契

約
を
行
っ
て
い
た
が
、
人
口
が

伸
び
悩
み
、
使
用
水
量
も
落
ち

て
い
る
。

　

ま
た
、
福
岡
地
区
水
道
企
業

団
か
ら
の
受
水
量
比
率
が
高
く

な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
な
い
。

医
療
費
を
軽
減
す
る
た

め
の
取
組
は
。

特
定
健
診
に
力
を
入
れ
、

保
健
指
導
な
ど
を
通
じ

て
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組

む
。

滞
納
者
に
対
す
る
取
組

は
。

保
険
証
の
期
間
が
短
く

な
る
短
期
証
の
交
付
で

対
応
。収

納
率
向
上
の
収
納
業

務
委
託
料
６
０
０
万
円

の
詳
細
は
。

収
納
業
務
を
行
う
人
員

は
２
名
で
、業
者
に
委
託
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
啓
発
は
。

国
民
健
康
保
険
連
合
会

に
お
い
て
、
レ
セ
プ
ト

　

決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、
議

長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
活
発
な
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
す
べ
て
の
会
計
に
お
い
て
、

全
員
賛
成
で
認
定
と
す
る
も
の

と
決
定
。収

納
率
ア
ッ
プ
の
ポ
イ

ン
ト
は
。

現
年
度
分
の
徴
収
率
を

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
規
滞
納
が
出
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
納
税
相
談
を

行
う
。医

療
費
が
高
い
と
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
の
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

国
民
健
康
保
険
会
計

上
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

一　

般　

会　

計

問

問

問問問

問問 問

問

問

問 問問

問 答

答答答

答答

答

答

答

答

答

答

答 答

現
在
、
西
鉄
バ
ス
二
日

市
営
業
所
と
５
年
間
の

長
期
契
約
を
し
て
い
る
。

　

仮
に
契
約
変
更
後
、
相
手
側

に
不
利
益
を
与
え
た
場
合
は
、

損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
の
で

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

宇
美
東
中
学
校
の
学
力

が
向
上
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
た
の
か
。

県
の
学
力
向
上
推
進
拠

点
校
指
定
事
業
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
結
果
を
検
証
中

で
あ
る
。

福祉巡回バス

特
　
　
　
集

10
／
11
臨
時
会

決
　
　
　
算

一
般
質
問

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

特
　
　
　
集
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議　案　名

議　案　名

討

　
　論

審
議
結
果

可決

可決

可決

賛成：脇田議員

反対：入江議員

宇美町印鑑条例の一部改正・・・・住民基本台帳法施行令等の一部改正に伴い、登録印鑑の制限等を改正

宇美町地域コミュニティ推進条例の一部改正・・・・地域コミュニティの推進のため、自治会の加入促進についての規定を整備 

町税条例及び町税条例等の一部を改正・・・・軽自動車税の非課税の範囲について規定を整備

平成31年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）・・・・歳入歳出7,860万4,000円減額し、予算総額39億9,609万円

平成31年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第1号）・・・・収益的支出27万9,000円減額し、計7億2,665万円

平成30年度　宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定・・・・歳入総額4億2,201万8,113円、歳出総額4億251万2,499円

平成30年度　宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定・・・・歳入総額39億481万9,088円、歳出総額39億2,590万1,335円

平成30年度　宇美町一般会計歳入歳出決算認定・・・・歳入総額116億7,918万747円、歳出総額112億739万1,376円

委員会発議・・・・天皇陛下御即位奉祝賀詞に関する決議

宇美町町民憲章審議会条例・・・・令和2年に町民憲章を制定するため、審議会を設置

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

時
任
裕
史

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

宇美町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例

宇美町会計年度任用職員制度の導入に伴う関係
条例の整理等に関する条例

平成31年度　宇美町一般会計補正予算（第2号）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

討

　
　論

審
議
結
果

可決

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

時
任
裕
史

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

平成31年度 宇美町一般会計補正予算（第3号） × ○ ○ ○ × ○ × 　 ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度　宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定・・・・収益的収入7億6,008万3,070円、収益的支出7億358万4,756円
 資本的収入3,804万119円、資本的支出2億7,245万5,079円

平成30年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定・・・・収益的収入8億8,588万3,629円、収益的支出8億6,252万9,881円
 　　　　　　資本的収入5億168万400円、資本的支出8億7,364万8,431円

葬祭場使用料の一部助成に関する条例の一部改正・・・・北筑昇華苑の火葬使用料の徴収を構成市町から北筑昇華苑組合で直接徴収することに変更

欠
席

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

令和元年9月定例会　表決一覧

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否
令和元年10月臨時会　表決一覧

丸山 康夫 議員 8P
①災害に対する町の体制は

9P飛賀 貴夫 議員
①『宇美ブランド』の創生は

10P南里 正秀 議員
①学校用務員の専属配置を
②水泳授業の民間委託は

11P入江 政行 議員
①子どもの貧困対策の条例の
　策定を

12P黒川 　悟 議員
①活気あるまちづくりの推進を

13P平野 龍彦 議員
①空き家を古民家カフェへ

　一
般
質
問
と
は
定
例
会
で
行
わ
れ
、
議
員

が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
の
考
え
方
や
方
針
な
ど
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

９
月
定
例
会

決　
　
　

算

特　
　
　

集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

全
員
協
議
会
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議　案　名

議　案　名

討

　
　論

審
議
結
果

可決

可決

可決

賛成：脇田議員

反対：入江議員

宇美町印鑑条例の一部改正・・・・住民基本台帳法施行令等の一部改正に伴い、登録印鑑の制限等を改正

宇美町地域コミュニティ推進条例の一部改正・・・・地域コミュニティの推進のため、自治会の加入促進についての規定を整備 

町税条例及び町税条例等の一部を改正・・・・軽自動車税の非課税の範囲について規定を整備

平成31年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）・・・・歳入歳出7,860万4,000円減額し、予算総額39億9,609万円

平成31年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第1号）・・・・収益的支出27万9,000円減額し、計7億2,665万円

平成30年度　宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定・・・・歳入総額4億2,201万8,113円、歳出総額4億251万2,499円

平成30年度　宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定・・・・歳入総額39億481万9,088円、歳出総額39億2,590万1,335円

平成30年度　宇美町一般会計歳入歳出決算認定・・・・歳入総額116億7,918万747円、歳出総額112億739万1,376円

委員会発議・・・・天皇陛下御即位奉祝賀詞に関する決議

宇美町町民憲章審議会条例・・・・令和2年に町民憲章を制定するため、審議会を設置

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

時
任
裕
史

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

宇美町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例

宇美町会計年度任用職員制度の導入に伴う関係
条例の整理等に関する条例

平成31年度　宇美町一般会計補正予算（第2号）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

討

　
　論

審
議
結
果

可決

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

時
任
裕
史

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

平成31年度 宇美町一般会計補正予算（第3号） × ○ ○ ○ × ○ × 　 ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度　宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定・・・・収益的収入7億6,008万3,070円、収益的支出7億358万4,756円
 資本的収入3,804万119円、資本的支出2億7,245万5,079円

平成30年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定・・・・収益的収入8億8,588万3,629円、収益的支出8億6,252万9,881円
 　　　　　　資本的収入5億168万400円、資本的支出8億7,364万8,431円

葬祭場使用料の一部助成に関する条例の一部改正・・・・北筑昇華苑の火葬使用料の徴収を構成市町から北筑昇華苑組合で直接徴収することに変更

欠
席

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

令和元年9月定例会　表決一覧

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否
令和元年10月臨時会　表決一覧

丸山 康夫 議員 8P
①災害に対する町の体制は

9P飛賀 貴夫 議員
①『宇美ブランド』の創生は

10P南里 正秀 議員
①学校用務員の専属配置を
②水泳授業の民間委託は

11P入江 政行 議員
①子どもの貧困対策の条例の
　策定を

12P黒川 　悟 議員
①活気あるまちづくりの推進を

13P平野 龍彦 議員
①空き家を古民家カフェへ

　一
般
質
問
と
は
定
例
会
で
行
わ
れ
、
議
員

が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
の
考
え
方
や
方
針
な
ど
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

特
　
　
　
集

10
／
11
臨
時
会

決
　
　
　
算

一
般
質
問

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

特
　
　
　
集
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警報などの発令状況と町がとった行動

災害に対する町の
体制は
答 防災机上訓練及び
職員参集訓練を
令和元年度内に実施する

丸山 康夫 議員

問　

九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
傷
跡
も
癒
え
ぬ
ま
ま
、

梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
越
え
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し

た
。
今
年
は
台
風
ラ
ッ

シ
ュ
と
の
見
解
も
あ
り
大

変
心
配
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
８

月
27
日
か
ら
秋
雨
前
線
の

影
響
に
よ
る
大
雨
が
九
州

北
部
を
襲
っ
た
。

　

気
象
庁
か
ら
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
信
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
に
宇
美
町
役

場
が
ど
の
よ
う
な
体
制
を

と
り
行
動
し
た
の
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を

発
信
し
た
の
か
。

答　

総
務
課
長　

回
答
は

左
表
の
と
お
り
。

問　

27
日
の
19
時
以
降
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は

「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」
が
表

示
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
は
近

隣
自
治
体
の
避
難
指
示
等

の
情
報
が
テ
ロ
ッ
プ
で
流

れ
続
け
て
い
た
。

　

宇
美
町
は
、
災
害
対
策

本
部
の
設
置
が
近
隣
の
市

町
に
比
べ
23
時
間
ほ
ど
遅

く
、
し
か
も
町
か
ら
何
の

情
報
も
発
信
し
て
い
な

か
っ
た
が
そ
の
理
由
は
。

答　

課
長　

筑
紫
野
市
や

太
宰
府
市
、
大
野
城
市
と

は
谷
が
ち
が
う
。
宇
美
町

は
さ
し
て
大
雨
も
降
っ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
住
民

の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に

あ
え
て
情
報
発
信
は
行
わ

な
か
っ
た
。

問　

災
害
警
戒
本
部
を
設

置
し
た
と
あ
る
が
、
本
部

員
を
集
め
て
会
議
を
行
い

情
報
共
有
し
た
の
か
。

答　

課
長　

会
議
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
情
報
は
共

有
し
て
い
た
。

問　

災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
た
と
あ
る
が
、
本
部

員
を
集
め
て
会
議
を
行
い

情
報
共
有
し
た
の
か
。

答　

課
長　

臨
時
課
長
会

を
行
い
、
そ
こ
で
災
害
対

策
本
部
を
設
置
す
る
と
宣

言
し
た
。

問　

今
回
の
大
雨
で
は
町

の
対
応
が
後
手
に
回
っ
て

い
た
。
職
員
の
訓
練
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　

机
上
訓
練
及
び
参
集
訓

練
を
行
う
計
画
が
立
て
て

あ
っ
た
が
、
計
画
ど
お
り

実
施
し
て
い
た
の
か
。

答　

課
長　

机
上
訓
練
は

現
在
、
福
岡
県
の
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
申
し
込
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

参
集
訓
練
は
全
職
員
に

メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
を
行

う
の
が
非
常
に
難
し
い
状

況
で
あ
る
。
未
だ
数
十
名

に
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
状

況
の
た
め
早
い
段
階
で
改

善
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。

問　

今
後
、
梅
雨
前
線
等

に
よ
る
大
雨
対
策
、
台
風

対
策
、
地
震
対
策
の
３
点

に
対
し
、
机
上
訓
練
及
び

職
員
の
参
集
訓
練
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
い
つ
ま
で

に
誰
の
責
任
に
お
い
て
実

施
す
る
の
か
。

答　

副
町
長　

机
上
訓
練

及
び
職
員
参
集
訓
練
も
私

が
指
示
、
指
導
を
行
い
令

和
元
年
度
（
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
）
中
に
実
施

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◆
消
防
団
員
の
悲
痛
な
叫
び

　

に
対
す
る
取
り
組
み
は

日 時間 警報及び町の行動 警戒レベル

８月27日（水）

12:24 大雨注意報発令

17:26
大雨、土砂災害警報発令

警戒レベル３役場職員の待機を開始　第２次配備
17:30 南部消防署　警戒本部を設置
18:48 土砂災害警戒情報発令

警戒レベル4

19:00
町長が登庁
消防団による山付地域の巡回開始
各課による町内パトロール開始

28日（木）

5:50 大雨特別警報発令
6:00 小学校の休校を決定
18:00 災害対策本部を設置　第３次配備
19:00 避難準備情報を発表

29日（金）
6:00 小学校の休校を決定

11:50
土砂災害警戒情報が解除

警戒レベル３
第２次配備に切り替え

30日（土）
4:13 大雨警報解除
4:20 自主避難所の閉鎖・災害警戒本部の解散

９
月
定
例
会

決　
　
　

算

特　
　
　

集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

全
員
協
議
会
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こ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

機
に
教
育
環
境
に
波
及
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
夏
休
み
の
短

縮
化
や
休
み
中
に
教
室
を

開
放
し
、
寺
子
屋
教
室
や

補
習
・
集
中
学
習
な
ど
、

宇
美
町
独
自
の
特
徴
あ
る

教
育
行
政
を
推
進
し
て
は
。

答　

教
育
長　

エ
ア
コ
ン

設
置
に
よ
り
、
集
中
し
て

学
習
す
る
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

も
喜
ん
で
い
る
。

　

設
置
効
果
に
着
眼
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
積
極

的
な
推
進
と
宇
美
町
独
自

の
特
徴
あ
る
教
育
施
策
を

考
え
る
。

　

夏
休
み
短
縮
化
は
、
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

２
０
２
０
年
度
か
ら

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
と
な
り
、
小
学
３
、

４
年
生
は
外
国
語
活
動
が

始
ま
り
、
５
、６
年
生
は

必
修
と
な
る
。

　

質
の
高
い
英
語
教
育
が

重
要
で
、
教
員
の
指
導
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。

　

ま
た
、
専
科
指
導
教
員

制
定
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
や
定

住
者
促
進
に
は
宇
美
町
の

ブ
ラ
ン
ド
が
必
要
で
あ

り
、　

そ
れ
は
「
教
育
」

と
「
子
育
て
」
と
考
え
る
。

　

特
に
子
育
て
を
拡
充
す

る
上
で
、「
仮
称 

子
ど
も

の
権
利
条
例
」
の
制
定
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

宇
美
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

「
教
育
の
町
」「
子
育
て
の

町
」
を
創
生
す
る
考
え
は
。

答　

町
長　

第
６
次
宇
美

町
総
合
計
画
の
後
期
実
践

計
画
の
重
要
施
策
で
、
子

育
て
と
教
育
の
充
実
を
掲

げ
、
宇
美
町
独
自
の
子
育

て
と
教
育
の
特
色
化
を
め

ざ
す
。

　

児
童
虐
待
や
子
ど
も
の

貧
困
等
の
解
消
に
向
け
た

条
例
制
定
の
提
案
に
つ
い

て
は
、議
会
に
対
し
連
携
、

協
力
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

『宇美ブランド』の創生は

答 町独自の子育てと教育の
特色化をめざす

問　

本
年
４
月
に
実
施
の

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
が
８
月
に
発
表
さ

れ
た
。
こ
の
調
査
結
果
の

分
析
や
教
育
水
準
を
高
め

る
取
組
は
。
ま
た
学
校
に

格
差
が
生
じ
た
場
合
の
是

正
は
。

答　

教
育
長　

調
査
結
果

を
全
国
や
県
と
比
較
す
る

な
ど
、
多
面
的
に
分
析
を

行
い
、
特
に
低
学
力
層
の

子
ど
も
の
実
態
を
把
握

し
、
今
後
の
指
導
に
生
か

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
各
学
校
を
訪
問

し
て
学
力
向
上
に
関
す
る

内
容
を
重
点
的
に
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
し
、
学
力
状
況
と
今

後
の
取
組
の
指
導
、
助
言

を
行
っ
て
い
る
。

問　

私
が
２
期
目
の
当

初
、
平
成
26
年
か
ら
訴
え

て
き
た
町
内
全
小
中
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
実

現
し
、
つ
い
に
本
年
度
の

２
学
期
か
ら
運
用
開
始
と

な
っ
た
。
こ
れ
も
関
係
各

課
の
鋭
意
努
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

を
配
置
す
る
こ
と
も
、
一

つ
の
方
策
と
思
う
が
、
国

や
県
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　

教
育
長　

現
在
、
国

や
県
で
指
導
力
の
研
修
を
受

け
た
英
語
指
導
に
優
れ
た
教

員
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
専
科
指
導
教
員
配

置
の
た
め
要
件
等
を
研
究

し
、
国
や
県
へ
働
き
か
け

た
い
。

問　

教
育
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
宇
美
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
社
会

総
が
か
り
で
育
成
す
る
な

ど
、
町
制
施
行
１
０
０
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
恒
久
的
に
教
育
に
関
す

る
特
別
な
日
を
制
定
し
、

教
育
の
町
・
宇
美
を
掲
げ

る
宇
美
ブ
ラ
ン
ド
創
生
に

取
り
組
ん
で
は
。

答　

教
育
長　

学
校
や
保

護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
の
方
々
も
教
育
推
進

の
当
事
者
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
議
論
を
深
め
、
宇

美
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
、「
仮
称 

宇
美
町
の
教
育
の
日
」
の

飛賀 貴夫 議員

特
　
　
　
集

10
／
11
臨
時
会

決
　
　
　
算

一
般
質
問

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

特
　
　
　
集
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学校用務員の
専属配置を
答 人員拡充について
調査研究したい

南里 正秀 議員

問　

本
町
の
学
校
教
育
の

課
題
「
学
力
向
上
と
不
登

校
の
減
少
」
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
教
師
が
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
え
る
時

間
を
し
っ
か
り
と
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
。

　

学
校
の
働
き
方
改
革
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
学
校
用

務
員
の
配
置
が
考
え
ら
れ

る
が
現
状
は
。

答　

学
校
教
育
課
長　

平

成
22
年
度
か
ら
25
年
度
ま

で
は
、
小
中
学
校
８
校
に

１
人
ず
つ
配
置
し
て
い
た

が
、
現
在
は
８
校
に
４
人

配
置
。

問　

学
校
現
場
の
用
務
員

に
対
す
る
評
価
や
意
見
は
。

答　

課
長　

教
職
員
で
は

日
々
の
業
務
で
手
の
届
か

な
い
よ
う
な
業
務
を
担
っ

て
い
た
だ
き
、
学
校
の
環

境
維
持
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

学
校
現
場
で
は
非
常
に

感
謝
さ
れ
て
い
る
。

問　

学
校
運
営
を
補
助
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
い
わ

ば
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

的
な
役
割
を
果
た
し
て
も

ら
え
る
学
校
用
務
員
を
全

校
に
専
属
配
置
す
る
こ
と

は
、
費
用
対
効
果
も
十
分

期
待
で
き
る
と
思
う
が
。

答　

教
育
長　

教
職
員
の

負
担
軽
減
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
も
有
益
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

今
後
、
継
続
配
置
、
特

に
人
員
拡
充
に
よ
る
専
属

配
置
を
調
査
研
究
し
た
い
。

問　

学
校
や
地
域
の
状
況

を
十
分
理
解
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
ま
れ

た
方
を
、
学
校
長
の
意
見

も
聴
き
な
が
ら
、
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
人
材
を

求
め
る
こ
と
は
、
高
齢
者

等
の
雇
用
機
会
を
増
や
す

手
段
と
し
て
も
有
効
と
考

え
る
が
。

答　

教
育
長　

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
人
材
を
求

め
る
こ
と
は
、
教
職
員
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
時

間
の
確
保
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
方
々
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
地
域
活
動

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
は

問　

太
宰
府
市
が
今
年
度

か
ら
水
泳
授
業
を
民
間
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
委

託
を
開
始
し
た
。

　

民
間
委
託
に
伴
い
、
維

持
管
理
費
を
節
約
で
き
る

ほ
か
、
教
職
員
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
た
め
、
学
校

の
働
き
方
改
革
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
は
、
民
間
施
設

が
な
い
た
め
、
難
し
い
と

思
う
が
、
今
後
の
課
題
と

し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

教
育
長　

老
朽
化
し

た
プ
ー
ル
の
維
持
費
削
減

や
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
水
泳
授
業
の
実
態

把
握
、
学
校
長
の
意
見
聴

取
、
実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
検
証
内
容
な
ど
の
情

報
を
収
集
し
て
、
調
査
研

究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◆
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

に
つ
い
て

学校用務員の活動の様子

９
月
定
例
会

決　
　
　

算

特　
　
　

集

表
決
一
覧

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

全
員
協
議
会
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出典 日本ユニセフ協会ホームページより

子どもの貧困対策の
条例の策定を
答 計画等の策定過程で
議会とも協議していきたい

問　

日
本
の
子
ど
も
の
17

歳
以
下
の
貧
困
率
は
13
．

９
％
、
実
に
７
人
に
１
人

の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に

あ
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
は
外
見

か
ら
は
わ
か
り
に
く
く
、

把
握
す
る
の
が
大
変
難
し

い
。
当
町
に
は
単
純
に
17

歳
以
下
の
子
ど
も
が
６
，

５
６
５
人
お
り
、
推
定
で

９
４
０
人
ぐ
ら
い
は
い
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

医
療
、
教
育
、
生
活
へ

の
支
援
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
子

ど
も
の
権
利
が
貧
困
で
は

保
障
さ
れ
づ
ら
く
な
る
、

子
ど
も
の
貧
困
は
子
ど
も

の
権
利
を
侵
害
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
し
、

何
ら
か
の
取
組
を
当
町
で

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

劣
悪
な
教
育
環
境
に
対
し
、

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

子
育
て
支
援
課
長　

　

生
活
保
護
世
帯
や
非
課

税
世
帯
と
い
っ
た
世
帯
に

つ
い
て
は
、
保
育
園
、
学

童
保
育
所
等
の
保
育
料
や

利
用
料
等
の
減
免
又
は
免

除
を
講
じ
て
い
る
。ま
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
保
育
園
の

入
園
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

答　

学
校
教
育
課
長　

経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

学
校
給
食
費
等
の
就
学
に

必
要
な
費
用
の
一
部
の
援

助
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子

ど
も
に
関
す
る
学
習
支
援

事
業
、
児
童
生
徒
を
取
り

巻
く
生
活
環
境
改
善
事
業

の
３
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問　

一
般
的
な
子
育
て
支

援
、
教
育
法
に
基
づ
い
て

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

町
と
し
て
特
別
な
対
策
は

し
て
い
な
い
の
か
。

答　

子
育
て
支
援
課
長　

　

町
の
裁
量
の
中
で
、
で

き
る
範
囲
の
こ
と
は
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

答　

学
校
教
育
課
長　

経

済
的
な
支
援
、学
習
支
援
、

ま
た
登
校
支
援
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

環
境
が
異
な
る
中
で
、
行

政
と
し
て
で
き
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
は
日
本

の
将
来
を
担
っ
て
い
く
大

切
な
宝
も
の
で
あ
る
。
子
ど

も
時
代
の
経
済
格
差
が
教

育
格
差
を
生
み
、
将
来
の
所

得
格
差
に
つ
な
が
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

町
と
し
て
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
条
例
の
策
定

を
考
え
て
み
て
は
。

答　

町
長　

本
年
６
月
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
市
町
村
に
お
い
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
の
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
努
力
義
務
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

貧
困
の
み
な
ら
ず
、
児

童
虐
待
な
ど
も
含
め
て
、

町
全
体
で
あ
る
い
は
大
人

社
会
で
本
当
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
多
々
あ
る
中
、

推
進
計
画
の
中
で
具
体
の

取
組
等
を
定
め
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
、
こ
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

　

あ
え
て
子
ど
も
の
貧
困

に
特
化
し
た
条
例
の
制
定

が
必
要
か
否
か
に
つ
い
て

は
、（
仮
称
）子
ど
も
の
権
利

条
例
の
内
容
の
検
討
な
ど
、

今
後
計
画
の
策
定
作
業
が

進
め
ら
れ
る
過
程
の
中
で

議
会
と
も
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

入江 政行 議員

そ
の
他
の
質
問

◆
自
衛
官
募
集
名
簿
要
求

　

市
町
村
へ
圧
力
強
化
か
。

特
　
　
　
集

10
／
11
臨
時
会

決
　
　
　
算

一
般
質
問

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

特
　
　
　
集
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活気あるまちづくりの
推進を
答 次の１００年に向け活力あふれる
まちづくりに取り組む

黒川　悟 議員

問　

一
本
松
公
園
の
整
備

は
来
園
者
の
増
加
に
繋
が

る
事
業
で
あ
り
、
特
に
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
長

年
要
望
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。
公
園
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
く
改
修

及
び
一
本
松
公
園
ト
イ
レ

改
修
の
進
捗
状
況
は
。

答　

建
設
都
市
計
画
課
長

　

都
市
公
園
の
施
設
や
遊

具
等
は
、
部
材
の
摩
耗
状

況
や
変
形
等
の
劣
化
点
検

を
行
っ
て
い
る
。

　

一
本
松
公
園
ト
イ
レ
は
、

年
内
完
成
に
向
け
工
事
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
猫
石

側
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、

平
成
31
年
度
の
交
付
金
を

活
用
し
、
建
築
設
計
の
計

画
に
着
手
し
て
い
る
。

問　

一
本
松
公
園
の
利
用

状
況
は
。

答　

課
長　

平
成
30
年
度

７
月
か
ら
９
月
ま
で
に
確

認
で
き
て
い
る
来
園
者
総

数
は
、
約
１
万
３
千
人
。

　

内
訳
は
、
日
帰
り
来
園

者
が
全
体
の
約
93
％
と
多

く
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
宿
泊
が

約
３
％
、
テ
ン
ト
宿
泊
が

約
４
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
約
７
割
が
町
外
来

園
者
と
な
っ
て
い
る
。

問　

官
民
連
携
に
よ
る
一

本
松
公
園
を
活
用
し
た
観

光
振
興
及
び
地
域
活
性
化

の
た
め
の
基
盤
整
備
調
査

の
進
捗
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

　

福
岡
大
学
の
教
授
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
の
代
表

者
と
懇
談
す
る
中
、
一
本

松
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

概
略
設
計
及
び
基
本
構
想

を
作
成
し
た
。

　

実
現
性
や
ニ
ー
ズ
等
を

探
る
た
め
、
公
園
利
用
者

等
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

や
分
析
、
キ
ャ
ン
プ
場
の

運
営
等
に
実
績
が
あ
る
事

業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
意
向
調

査
及
び
公
園
範
囲
外
の
隣

接
地
の
所
有
者
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

検
証
結
果
や
利
用
者
事

業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
検
討
、
研
究
し
、
活

性
化
を
め
ざ
し
た
い
。

問　

１
０
０
周
年
を
迎
え

る
宮
崎
県
都
農
町
と
今
後

の
友
好
、
協
力
関
係
を
続

け
る
た
め
に
は
。

答　

１
０
０
周
年
事
業
推

進
事
務
局
長　

商
工
会
の

特
産
物
開
発
等
、
行
政
交

流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
間

交
流
し
て
い
く
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
と

思
う
。
姉
妹
都
市
協
定
書

締
結
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
進
め
、
お
互
い
の
気
持

ち
が
同
じ
で
あ
れ
ば
先
方

と
協
議
を
し
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
判
断
し
た
い
と

思
う
。

問　

商
工
会
が
Ｊ
Ｒ
宇
美

駅
前
広
場
で
、う
み
カ
フ
ェ

を
開
催
し
て
い
る
。
今
後

も
マ
ル
シ
ェ
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ラ
イ
ブ
等

で
、
賑
わ
う
空
間
と
な
れ

ば
と
思
う
が
。

答　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

　

８
月
31
日
夕
方
、
う
み

カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
大

盛
況
で
あ
っ
た
。
今
後
、

ラ
イ
ブ
等
も
含
め
、
人
が

集
ま
る
賑
わ
い
広
場
に
な

れ
ば
と
思
う
。

問　

宇
美
町
の
中
心
市
街

地
の
今
後
に
つ
い
て

答　

町
長　

公
共
施
設
再

配
置
計
画
と
の
整
合
性
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
人

口
減
少
も
見
据
え
、
定
住
・

交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
事
業

イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、
Ｊ

Ｒ
宇
美
駅
や
宇
美
八
幡
宮

周
辺
な
ど
の
中
心
市
街
地

を
元
気
で
活
気
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
。

うみカフェの様子

９
月
定
例
会

決　
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特　
　
　

集

表
決
一
覧

一
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質
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員
会
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動
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議
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家
は
11
軒
あ
る
が
、
相
続

財
産
管
理
制
度
の
活
用
を
。

答　

課
長　

租
税
債
権
が

あ
る
税
務
課
と
連
携
を
図

り
取
り
組
む
。

問　

国
・
県
の
空
き
家
モ
デ

ル
促
進
事
業
を
活
用
し
た
宗

像
市
は
空
き
家
予
防
対
策
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
本
町

で
も
で
き
な
い
か
。

答　

課
長　

県
の
空
き
家

対
策
協
議
会
に
参
加
を
し

て
お
り
、
モ
デ
ル
事
業
の

申
請
は
し
て
い
な
い
。

問　

国
交
省
の
空
き
家
譲

渡
所
得
３
千
万
円
特
別
控

除
の
推
進
を
。

答　

課
長　

制
度
紹
介
の

チ
ラ
シ
で
周
知
す
る
。

空き家を再生した古民家カフェ

問　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

を
検
討
し
て
い
る
約
30
人

の
方
と
の
面
談
と
会
話
が

重
要
で
は
。

答　

課
長　

直
接
訪
問
に

さ
ら
に
力
を
入
れ
る
。

問　

空
き
家
を
古
民
家
カ

フ
ェ
へ
再
生
し
た
い
希
望

者
が
い
る
が
、
空
き
家
を

見
れ
る
制
度
を
。

答　

課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト

に
一
文
を
入
れ
る
等
所
有

者
の
同
意
を
取
る
制
度
を

検
討
す
る
。

問　

総
務
省
推
進
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
募
集
に
よ

り
専
任
職
員
を
配
置
し
、

空
き
家
発
生
予
防
の
相
談

サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
。

答　

課
長　

先
進
自
治
体

を
調
査
研
究
す
る
。

問　

空
き
家
所
有
者
と
希

望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

機
会
を
。

答　

課
長　

空
き
家
バ
ン

ク
が
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会

で
あ
る
。

問　

認
定
漏
れ
空
き
家
が

問　

宇
美
町
は
近
隣
自
治

体
に
先
ん
じ
て
空
き
家
バ

ン
ク
を
導
入
し
て
き
た
が
、

こ
の
１
年
で
空
き
家
は
48

軒
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
協
議
会
長
で

も
あ
る
町
長
の
考
え
を
。

答　

町
長　

１
軒
で
も
２

軒
で
も
解
消
に
向
け
て
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
。

問　

昨
年
の
空
き
家
は

１
５
０
軒
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
１
９
８
軒
ま

で
増
え
て
い
る
、
こ
れ
ま

で
の
空
き
家
解
消
軒
数
は
。

答　

環
境
課
長　

空
き
家

の
解
消
は
98
軒
。

問　

空
き
家
の
予
防
策
の

提
案
と
し
て
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
声
か
け

と
、
ま
た
納
税
通
知
書
に

予
防
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
。

答　

課
長　

所
有
者
へ
の

意
識
啓
発
の
た
め
、
関
係

課
と
協
議
を
す
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
成

約
は
７
軒
。
次
の
登
録
は
。

答　

課
長　

現
在
５
軒
申

請
調
査
を
し
て
い
る
。

あ
る
。
水
道
閉
栓
、
通
学

路
情
報
な
ど
か
ら
調
査
が

で
き
る
の
で
は
。

答　

課
長　

関
係
課
と
の

協
議
に
よ
り
効
率
的
な
把

握
に
努
め
る
。

問　

空
き
家
の
屋
根
が
台

風
で
飛
ば
さ
れ
、
近
隣
の

マ
イ
カ
ー
に
激
突
し
た
車

輛
被
害
と
人
的
被
害
の
未

然
防
止
の
た
め
に
も
、
危

険
な
空
き
家
の
解
消
を
。

答　

課
長　

登
記
簿
よ
り

所
有
者
を
把
握
し
定
期
巡

回
を
重
ね
、
関
係
先
と
解

消
に
向
け
て
協
議
中
。

問　

通
学
路
沿
い
に
あ
る

危
険
な
空
き
家
に
子
ど
も
が

侵
入
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
張

り
な
ど
の
応
急
措
置
を
。

答　

総
務
課
長　

１
日
も

早
く
対
応
す
る
。

問　

シ
ロ
ア
リ
発
生
の
空

き
家
が
あ
る
。
有
害
・
普

通
・
良
好
の
３
ラ
ン
ク
で

の
効
率
的
な
管
理
を
。

答　

環
境
課
長　

ラ
ン
ク

毎
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

問　

所
有
者
不
明
の
空
き

空き家を
古民家カフェへ
答 所有者同意の制度を
検討する

平野 龍彦 議員

特
　
　
　
集

10
／
11
臨
時
会

決
　
　
　
算

一
般
質
問

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動

特
　
　
　
集
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Topics
Topics

　10月16日に総務建設常任委員会で井野川の現況視察を行いました。
　今回は町立武道館裏の樋口橋から総合スポーツ公園下の勝田橋まで
を建設・都市計画課職員の説明を受けながら歩いて視察しました。
　河川の中に雑草や樹木が自生し川の流れを妨げている箇所があり、
早期に解消できるよう管理者である福岡県に要望するよう求めました。
また、町が管理する河川部分にもかなり大きな樹木が自生しており、早
期に対応してもらうよう要望しました。
　今後、河川清掃活動や除草作業を行っておられる地元自治会やボラ
ンティア団体については、福岡県の河川愛護事業である『クリーンリ
バー推進対策事業』への団体登録を行っていただき、支援を行っていき
たいとの説明を受けました。

　10月31日に厚生文教常任委員会で宇美東中学校を訪問
し、同校が３年にわたり取り組んできた、福岡県学力向上
推進拠点校指定事業の最終報告会を視察しました。
　この事業は福岡県下で６つの学校が指定を受けたもの
で、教職員が一丸となり取り組んだ結果、国語の学力が全
国平均を上回るなど大きな成果が出ています。
　また、弁当給食の試食も行い、育ち盛りの子どもたちに
とって欠かせない栄養素がバランス良く盛り込まれた献立
で、美味しくいただきました。
　掲示物の適切な配置や管理に加え、ＰＴＡの協力で内壁
を塗りなおすなど、校内環境の美しさも目を見張るものがあ
りました。

本日の献立は、麦ごはん、関東煮、餃子、豚汁。
一食あたり260円（個人負担金）喫食率は60～70％と糟屋地区
内では高くなっています。

授業では、電子黒板を積極
的に使われます。

学力も国語で全国平均を上回る
成果がでました。

宇美東中学校 最終報告会（３年次）
平成29・30・令和元年度　福岡県学力向上推進拠点校指定事業

厚生文教常任委員会が視察訪問

河川の流れを阻害する雑木

クリーンリバー対策事業

適切な河川管理で災害を防ごう

110

100

90

80

70
H26 H27 H28

国語全国平均 数学

H29 H30 R1

総務建設常任委員会が井野川の現況を視察

Topics

宇美町のお宝を展示・活用しよう！
歴史・文化調査研究特別委員会が福岡県立九州歴史資料館を視察研修

Topics

全国から続々と議会広報視察を受入れ
大きな刺激を受け、さらに飛躍を！

　昨年の全国町村議会議長会広報コンクールで奨励
賞（企画・デザイン部門）を受賞したことをきっかけ
に、全国から続々と視察研修に来町されています。　
　視察を受け入れることは、私たちにとっても大き
な刺激となります。また、宇美町を宣伝していただけ
ることも大きな魅力となっています。

福岡県八女市議会 議会だより編集委員会の皆様 熊本県大津町議会 議会広報編集特別委員会の皆様との研修の様子

研修に来ていただいた皆様には宇美八幡宮をご案内し、宇
美町を広く宣伝していただいています。

　10月2日に宇美町議会歴史・文化調査研究特別委員会で県
立九州歴史資料館に視察研修に行きました。
　九州歴史資料館には宇美八幡宮所有のお宝である国指定
重要文化財19点が保管されています。
　そのお宝とは、四王寺山(大野城跡)で発見された経筒や、経
筒を抱え守るように安置されていた石仏等です。本来なら宇
美八幡宮の宝物殿や宇美町歴史民俗資料館で展示すべきお
宝ですが、温度や湿度を調節できる展示ケースが整備されて
いないため、九州歴史資料館で厳重に保管されています。
　普段は観覧することはできないため、宇美町で展示や活用
ができるよう、条件整備が望まれています。

四 王 寺 山 で
発 掘 さ れ た
経 筒 は 保 存
状 態 が 大 変
よく、種類も
多様なことか
ら「四王寺ブ
ランド」と呼
ば れ 重 宝 さ
れています。

経筒にはお経が奇跡的に無傷で保管されてい
ました。経筒は銅製が多く、銅から出る緑錆
が防腐剤の役割を果たしていたようです。

8月から10月に視察研修を受け入れた市町
①兵庫県上郡町②石川県志賀町③宮崎県木城町
④福岡県八女市⑤熊本県大津町⑥愛知県阿久比町
⑦熊本県菊陽町

宇美町のお宝ベスト３
滑 石づくりの
「石造如来型
立像」は、大変
珍しく全国で
２体だけが確
認されていま
す。経筒を抱き
かかえるよう
に安置されて
いました。
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Topics
Topics

　10月16日に総務建設常任委員会で井野川の現況視察を行いました。
　今回は町立武道館裏の樋口橋から総合スポーツ公園下の勝田橋まで
を建設・都市計画課職員の説明を受けながら歩いて視察しました。
　河川の中に雑草や樹木が自生し川の流れを妨げている箇所があり、
早期に解消できるよう管理者である福岡県に要望するよう求めました。
また、町が管理する河川部分にもかなり大きな樹木が自生しており、早
期に対応してもらうよう要望しました。
　今後、河川清掃活動や除草作業を行っておられる地元自治会やボラ
ンティア団体については、福岡県の河川愛護事業である『クリーンリ
バー推進対策事業』への団体登録を行っていただき、支援を行っていき
たいとの説明を受けました。

　10月31日に厚生文教常任委員会で宇美東中学校を訪問
し、同校が３年にわたり取り組んできた、福岡県学力向上
推進拠点校指定事業の最終報告会を視察しました。
　この事業は福岡県下で６つの学校が指定を受けたもの
で、教職員が一丸となり取り組んだ結果、国語の学力が全
国平均を上回るなど大きな成果が出ています。
　また、弁当給食の試食も行い、育ち盛りの子どもたちに
とって欠かせない栄養素がバランス良く盛り込まれた献立
で、美味しくいただきました。
　掲示物の適切な配置や管理に加え、ＰＴＡの協力で内壁
を塗りなおすなど、校内環境の美しさも目を見張るものがあ
りました。

本日の献立は、麦ごはん、関東煮、餃子、豚汁。
一食あたり260円（個人負担金）喫食率は60～70％と糟屋地区
内では高くなっています。

授業では、電子黒板を積極
的に使われます。

学力も国語で全国平均を上回る
成果がでました。

宇美東中学校 最終報告会（３年次）
平成29・30・令和元年度　福岡県学力向上推進拠点校指定事業

厚生文教常任委員会が視察訪問

河川の流れを阻害する雑木

クリーンリバー対策事業

適切な河川管理で災害を防ごう
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宇美町のお宝を展示・活用しよう！
歴史・文化調査研究特別委員会が福岡県立九州歴史資料館を視察研修

Topics

全国から続々と議会広報視察を受入れ
大きな刺激を受け、さらに飛躍を！

　昨年の全国町村議会議長会広報コンクールで奨励
賞（企画・デザイン部門）を受賞したことをきっかけ
に、全国から続々と視察研修に来町されています。　
　視察を受け入れることは、私たちにとっても大き
な刺激となります。また、宇美町を宣伝していただけ
ることも大きな魅力となっています。

福岡県八女市議会 議会だより編集委員会の皆様 熊本県大津町議会 議会広報編集特別委員会の皆様との研修の様子

研修に来ていただいた皆様には宇美八幡宮をご案内し、宇
美町を広く宣伝していただいています。

　10月2日に宇美町議会歴史・文化調査研究特別委員会で県
立九州歴史資料館に視察研修に行きました。
　九州歴史資料館には宇美八幡宮所有のお宝である国指定
重要文化財19点が保管されています。
　そのお宝とは、四王寺山(大野城跡)で発見された経筒や、経
筒を抱え守るように安置されていた石仏等です。本来なら宇
美八幡宮の宝物殿や宇美町歴史民俗資料館で展示すべきお
宝ですが、温度や湿度を調節できる展示ケースが整備されて
いないため、九州歴史資料館で厳重に保管されています。
　普段は観覧することはできないため、宇美町で展示や活用
ができるよう、条件整備が望まれています。

四 王 寺 山 で
発 掘 さ れ た
経 筒 は 保 存
状 態 が 大 変
よく、種類も
多様なことか
ら「四王寺ブ
ランド」と呼
ば れ 重 宝 さ
れています。

経筒にはお経が奇跡的に無傷で保管されてい
ました。経筒は銅製が多く、銅から出る緑錆
が防腐剤の役割を果たしていたようです。

8月から10月に視察研修を受け入れた市町
①兵庫県上郡町②石川県志賀町③宮崎県木城町
④福岡県八女市⑤熊本県大津町⑥愛知県阿久比町
⑦熊本県菊陽町

宇美町のお宝ベスト３
滑 石づくりの
「石造如来型
立像」は、大変
珍しく全国で
２体だけが確
認されていま
す。経筒を抱き
かかえるよう
に安置されて
いました。
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2月に開催した「夜の図書館カフェ」のアンケートでは
「もっと時間を長くやってほしい！」「子どもたちも楽しめ
る企画を！」との声が多く、参加者の声にしっかり答えてい
こうと今回の企画を考えました。

子どもたちの知的好奇心を伸ばすことができたら、もっと図書
館のりようにつながるのではないかという思いから、この計画
が進められました。当日は楽しそうな歓声が響き、子どもたち
にとって科学に触れた思い出の日になったことでしょう。

小さな子どもたちにもっと本に親し
んでもらおうと企画しました。

うみ☆ガールズ塾では、集客に必要な企
画力や宣伝力の大切さを学びました。

桜原小学校4年生の田中彩葉さんと平川綾さんは、図書館の
開館作業や新聞のセッティング等の図書司書の作業を体験し
ました。「司書の仕事の一部を体験したけど、ほかにもたく
さんのお仕事があるんだろうな。」「学校の委員会でも図書
委員になってみたい。」と感想を語ってくれました。

うみ☆ガールズが
宇宙（そら）の図書館カフェを開催
プラネタリウムやサイエンスショーで子どもたちも大喜び

宇美町は
リボンのかたち

人と人とを結ぶ
宇美の「リボン」
この先も末永く
100年つづきます

ように・・・

　昨年、福岡県男女共同参画センターあすばるの主
催で、「うみ☆ガールズ塾～宇美愛で100年つなげる
プロジェクト～」という講座が開かれました。
　その受講生がつくったボランティア団体「うみ☆ガー
ルズ」が主催したイベント「宇宙（そら）の図書館カ
フェ」が、9月21日（土）に、宇美町地域交流センター
（町立図書館）を中心に開催されました。
　宇美町では子どもの読書活動が盛んです。さらに
子どもたちの関心を深め、子どもたちの積極的な図書
館の利用につなげるためにも、図書館でワクワクするよ
うな体験をしてもらおうと、移動式プラネタリウム、サイエ
ンスショーをはじめ、様々な体験型ワークショップが開か
れました。

「都心に行かないとなかなか見ることがで
きないプラネタリウムを宇美町で体感して
ほしい。」という願いで企画されました。
チケットは、全ての上映回で完売するほど
の盛況でした。ドームの中では、星空を寝転
がって見ることができました。

実行委員のみなさん

わくわく子ども図書館員かず先生のサイエンスショー

おはなし会・手遊び センスの良いチラシ

移動式プラネタリウム

全員協議会の概要

　用途地域区域外の地域において、工場や産業廃
棄物処理施設などの無秩序な土地利用を抑制する
ため、宇美町都市計画マスタープランに基づき、新
たに用途地域の指定や、特定用途制限地域の指定
を行っていきたい。
問　大規模集客施設の立地を制限するとあるが想
定している施設の規模は。また、規制する理由は。
答　延べ床面積3,000㎡以上の店舗または娯楽施設
が該当する。これらの施設は、公共交通軸の沿道に
集積する必要があるため。

　桜原小学校の校舎・体育館は、建築後36年、宇美
中学校体育館は建築後38年が経過しており、外壁
の一部落下や体育館の雨漏りが発生しているた
め、令和元年度に実施設計、令和２年度に外壁改修
工事を行う予定。
問　学校施設改善交付金を活用して改修を行うのか。
答　国土強靭化関連事業の中で、起債の防災機能
強化のメニューを活用する。補助率は三分の一、残
金について地方債を100％充当、元利償還金が60％
戻る大変有利な制度である。

　10月1日からの消費税増税に伴い、住民税非課税
の方や子育て世帯の方々の消費が冷え込まないよ
うに、国が進めているプレミアム付き商品券の発
行を今年度限りの単年度事業として町が行う。事
業費と事務費については、国が全額負担する。
問　周知漏れがないよう配慮してほしいが。
答　広報とホームページを活用。また、商工会への
声掛けを行っている。ＣＭでも猫のカクニャンと
いうキャラクターで宣伝されている。

　10月1日から子育てにかかる経済的な負担を軽
減するため、幼児教育・保育の無償化が開始。給食
費・通園費等は無償化の対象外となる。ただし、一
定の所得階層未満の世帯及び第3子以降の子ども
の副食費は免除される。
問　保育の無償化により、保育園事業の町の支出
は負担が増えるのか。
答　増加する。ただし、初年度のみ特例交付金の対
象となる。

用途地域指定区域外の
土地利用方針
建設・都市計画課

桜原小学校・宇美中学校
外壁等改修事業
学校教育課

消費税率引き上げに伴う
プレミアム商品券の発行

まちづくり課

10月１日から幼稚園・保育所等の
利用料が無償化
子育て支援課

宇美町役場
ホームページ
宇美町役場
ホームページ
詳細はこちらから詳細はこちらから
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2月に開催した「夜の図書館カフェ」のアンケートでは
「もっと時間を長くやってほしい！」「子どもたちも楽しめ
る企画を！」との声が多く、参加者の声にしっかり答えてい
こうと今回の企画を考えました。

子どもたちの知的好奇心を伸ばすことができたら、もっと図書
館のりようにつながるのではないかという思いから、この計画
が進められました。当日は楽しそうな歓声が響き、子どもたち
にとって科学に触れた思い出の日になったことでしょう。

小さな子どもたちにもっと本に親し
んでもらおうと企画しました。

うみ☆ガールズ塾では、集客に必要な企
画力や宣伝力の大切さを学びました。

桜原小学校4年生の田中彩葉さんと平川綾さんは、図書館の
開館作業や新聞のセッティング等の図書司書の作業を体験し
ました。「司書の仕事の一部を体験したけど、ほかにもたく
さんのお仕事があるんだろうな。」「学校の委員会でも図書
委員になってみたい。」と感想を語ってくれました。

うみ☆ガールズが
宇宙（そら）の図書館カフェを開催
プラネタリウムやサイエンスショーで子どもたちも大喜び

宇美町は
リボンのかたち

人と人とを結ぶ
宇美の「リボン」
この先も末永く
100年つづきます

ように・・・

　昨年、福岡県男女共同参画センターあすばるの主
催で、「うみ☆ガールズ塾～宇美愛で100年つなげる
プロジェクト～」という講座が開かれました。
　その受講生がつくったボランティア団体「うみ☆ガー
ルズ」が主催したイベント「宇宙（そら）の図書館カ
フェ」が、9月21日（土）に、宇美町地域交流センター
（町立図書館）を中心に開催されました。
　宇美町では子どもの読書活動が盛んです。さらに
子どもたちの関心を深め、子どもたちの積極的な図書
館の利用につなげるためにも、図書館でワクワクするよ
うな体験をしてもらおうと、移動式プラネタリウム、サイエ
ンスショーをはじめ、様々な体験型ワークショップが開か
れました。

「都心に行かないとなかなか見ることがで
きないプラネタリウムを宇美町で体感して
ほしい。」という願いで企画されました。
チケットは、全ての上映回で完売するほど
の盛況でした。ドームの中では、星空を寝転
がって見ることができました。

実行委員のみなさん

わくわく子ども図書館員かず先生のサイエンスショー

おはなし会・手遊び センスの良いチラシ

移動式プラネタリウム

全員協議会の概要

　用途地域区域外の地域において、工場や産業廃
棄物処理施設などの無秩序な土地利用を抑制する
ため、宇美町都市計画マスタープランに基づき、新
たに用途地域の指定や、特定用途制限地域の指定
を行っていきたい。
問　大規模集客施設の立地を制限するとあるが想
定している施設の規模は。また、規制する理由は。
答　延べ床面積3,000㎡以上の店舗または娯楽施設
が該当する。これらの施設は、公共交通軸の沿道に
集積する必要があるため。

　桜原小学校の校舎・体育館は、建築後36年、宇美
中学校体育館は建築後38年が経過しており、外壁
の一部落下や体育館の雨漏りが発生しているた
め、令和元年度に実施設計、令和２年度に外壁改修
工事を行う予定。
問　学校施設改善交付金を活用して改修を行うのか。
答　国土強靭化関連事業の中で、起債の防災機能
強化のメニューを活用する。補助率は三分の一、残
金について地方債を100％充当、元利償還金が60％
戻る大変有利な制度である。

　10月1日からの消費税増税に伴い、住民税非課税
の方や子育て世帯の方々の消費が冷え込まないよ
うに、国が進めているプレミアム付き商品券の発
行を今年度限りの単年度事業として町が行う。事
業費と事務費については、国が全額負担する。
問　周知漏れがないよう配慮してほしいが。
答　広報とホームページを活用。また、商工会への
声掛けを行っている。ＣＭでも猫のカクニャンと
いうキャラクターで宣伝されている。

　10月1日から子育てにかかる経済的な負担を軽
減するため、幼児教育・保育の無償化が開始。給食
費・通園費等は無償化の対象外となる。ただし、一
定の所得階層未満の世帯及び第3子以降の子ども
の副食費は免除される。
問　保育の無償化により、保育園事業の町の支出
は負担が増えるのか。
答　増加する。ただし、初年度のみ特例交付金の対
象となる。

用途地域指定区域外の
土地利用方針
建設・都市計画課

桜原小学校・宇美中学校
外壁等改修事業
学校教育課

消費税率引き上げに伴う
プレミアム商品券の発行

まちづくり課

10月１日から幼稚園・保育所等の
利用料が無償化
子育て支援課

宇美町役場
ホームページ
宇美町役場
ホームページ
詳細はこちらから詳細はこちらから
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議会傍聴メーター
2018年3月議会から
議会傍聴に来られた
人数です。

宇美町の歴
史を見つめてこられた方々に

スポットを当てることにしました。
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町制施行
100周年記念特集

親子鷹で野球を推進
宇美町野球連盟元・現会長
村山敏男さん徹さん親子

次回の定例議会は、12月6日に開会予定です。

９月議会では、22名の方が傍聴に来られました。
議会を傍聴しませんか！

議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定例議会が開かれます。
役場３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入し、ご入場ください。

議会からのお知らせ

　早見自治会にお住まいの村山敏男さん（80歳）は、
第4代宇美町野球連盟の会長として、また、宇美町体
育協会（現スポーツ協会）の会長として、宇美町の野球
競技をはじめスポーツ活動の普及・推進に努めてこら
れました。
　平成6年から2年までの4期16年間、町議会議員と
して活躍され、18年からは議長も務められました。
　現在は宇美八幡宮氏子総代として宇美町の発展に
ご尽力をいただいています。
　ご子息の徹さんは、少年時代からお父さんの背中を
追いかけ、宇美ジャイアンツ球団で野球をはじめ、宇
美中学校野球部を経て須恵高校野球部では初代キャ
プテンとして活躍されました。
　現在は第10代宇美町野球連盟会長として、野球競
技の普及・発展に取り組まれています。
　野球は、９人の仲間が集いコミュニケーションが広
がっていくスポーツです。今後は、野球競技の普及と
ともに地域づくりに力を入れていきたいと語られま
した。

　「野球少年に夢と希望を！」との想いで、
2004年に東北楽天ゴールデン・イーグルスに
移籍されたばかりの岩隈投手をお招きし、野球
教室の開催にご尽力いただきました。
　当時の宇美スターズ球団の団員も超一流選手
の投球を間近で見られて喜んでくれたことが、
印象に残っているそうです。

　敏男さんが野球連盟の会長に就任された当初は糟屋
郡民体育大会では野球競技が行われておらず、寂しい
思いをされていました。ナイターリーグやサンデーリーグ
で頑張っている野球仲間たちに、宇美町の代表として郡
体で活躍してほしいという想いで、糟屋郡民体育大会野
球競技の開催に取り組まれました。
　また、常々仲間たちが年を重ねても長く野球を続けら
れる環境をつくりたいと考えておられた敏男さんは、東
京都の江戸川河川敷で行われていた、柴又帝釈天シニ
アリーグを視察に行き、糟屋郡シルバーリーグを創設す
るに至りました。現在もナイターでリーグ戦が開かれ、多
くのシニアの皆さんが白球を追いかけておられます。
　80歳の今も元気で過ごせるのは、「気の合う仲間たち
と長く野球に取り組めたから。また、現在は地域のみなさ
んとともに、グラウンドゴルフを楽しんでいるからかな。」
と語られました。

シリーズ第7弾


